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第
一
節

は
じ
め
に

一

江
戸
幕
府
の
評
定
所
（
評
定
所
一
座
）
は
、
江
戸
の
三
奉
行
（
寺
社
奉
行
、
町
奉
行
、
勘
定
奉
行
）
が
そ
の
構
成
員
で
あ
り
、「
幕

府
の
最
高
裁
判
所
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た(⚑
)」
と
言
わ
れ
る
重
要
な
司
法
機
関
で
あ
っ
た
。
日
常
的
に
は
、
全
国
の
裁
判
役
所
か
ら
の

伺
い
に
つ
い
て
、
老
中
か
ら
の
諮
問
に
答
え
る
と
い
う
形
で
、
そ
の
審
理
（「
評
議
」）
に
た
ず
さ
わ
る
と
と
も
に
、
個
別
の
領
主
（
大

名
）、
地
頭
（
旗
本
）
や
代
官
の
裁
判
権
を
越
え
た
渉
外
的
事
件
（
他
領
他
支
配
関
連
事
件
）
に
関
す
る
全
国
各
地
か
ら
の
訴
え
を
審
理
し

た
。
評
定
所
は
全
国
か
ら
の
公
事
人
で
に
ぎ
わ
い
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
一
日
に
三
百
人
余
の
公
事
人
が
評

定
所
に
来
て
い
た
と
い
わ
れ
る(⚒
)。『
評
定
所
留
役
其
外
書
上
留
』
に
は
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
一
年
間
の
「
公
事
吟
味
物
済
方
訳

書
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、「
一
評
定
物
七
百

内
五
百
九

済

百
九
拾
一

残
」、「
一
評
議
物
百
九
拾
六

内
百
七
拾

七

済

拾
九

残
」
と
あ
る(⚓
)。
評
定
所
が
司
法
機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る(⚔
)。

し
か
し
、
評
定
所
（
評
定
所
一
座
）
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
く
、
そ
の
司
法
機
関
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
も
十
分
解
明
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
服
藤
弘
司
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、「
評
定
所
に
つ
い
て
は
従
来
本
格
的
な
研
究
が
な
く
、
評
定
所
と

勘
定
所
と
の
関
係
、
評
定
所
内
部
の
組
織
な
ど
、
解
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
い(⚕
)」。
た
と
え
ば
、
評
定
所
（
評
定
所
一
座
）
の
司

法
機
関
と
し
て
の
活
動
の
中
心
を
な
す
も
の
の
一
つ
で
あ
る
「
評
定
所
公
事
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
実
態
は
十
分
知
ら
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
。

二

平
松
義
郎
氏
に
よ
れ
ば
、「
他
領
他
支
配
関
連
の
出
入
物
の
裁
判
は
原
則
と
し
て
評
定
所
一
座
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
こ
れ
を

『
評
定
公
事
』
と
い
う(⚖
)」。
氏
に
よ
れ
ば
、
評
定
所
一
座
に
よ
る
裁
判
に
は
、「
吟
味
物
と
し
て
は
、『
一
座
掛
詮
議
物
』
と
称
す
る
一
座

二
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全
員
に
よ
る
糺
問
が
あ
っ
た
が
、
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た(⚗
)」。
し
た
が
っ
て
、
評
定
所
公
事
は
、
平
松
氏
に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て

出
入
物
の
裁
判
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
素
朴
な
疑
問
が
湧
い
て
来
よ
う
。
従
来
、
奉
行
所
で
は
出
入
物
、
吟
味
物
双
方
の
裁
判
を
行
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
最
高
裁
判
所
と
い
わ
れ
る
評
定
所
で
は
、
例
外
を
除
け
ば
、
原
則
と
し
て
出
入
物
の
裁
判
し
か
行
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、
従
来
の
「
評
定
所
公
事
出
入
物
説
」
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
出
入
物
の
裁
判
と
言
わ
れ
て
き
た
評
定
所
公
事
の
具
体
的
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

三

出
入
物
を
扱
う
裁
判
手
続
た
る
出
入
筋
は
、
平
松
氏
に
よ
れ
ば
、「
民
事
刑
事
両
訴
訟
手
続
の
合
体
し
た
も
の(⚘
)」
で
あ
り
、「
出

入
筋
は
、
民
事
事
件
だ
け
で
は
な
く
、
刑
事
事
件
を
も
そ
の
対
象
と
し
た(⚙
)」。
出
入
筋
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
出
入
物
の
裁
判

と
言
わ
れ
て
き
た
評
定
所
公
事
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
民
事
事
件
を
扱
う
評
定
所
公
事
の
み
な
ら
ず
、
刑
事
事
件
を
扱
う
評

定
所
公
事
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る(10
)。

民
事
事
件
の
評
定
所
公
事
に
つ
い
て
は
、
中
田
薫
氏(11
)や
小
早
川
欣
吾
氏(12
)、
石
井
良
助
氏(13
)ら
の
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
刑
事
事
件
の

評
定
所
公
事
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
石
井
良
助
氏
は
六
〇
年
ほ
ど
前
に
、
平
松
義
郎
氏
の
著
書
『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研

究
』
に
対
す
る
書
評
の
な
か
で
、
刑
事
事
件
が
出
入
筋
の
手
続
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う

趣
旨
の
指
摘
を
さ
れ
て
い
た(14
)。
評
定
所
公
事
の
実
態
を
知
る
う
え
で
の
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
刑
事
事
件
に
焦
点

を
当
て
つ
つ
、
評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
を
紹
介
し
、
事
件
の
取
扱
い
手
続
と
そ
の
異
同
等
、
実
際
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ

の
こ
と
に
よ
り
、
評
定
所
公
事
と
は
何
か
、
出
入
物
と
は
何
か
、
吟
味
物
と
は
何
か
と
い
う
、
江
戸
幕
府
の
司
法
、
裁
判
制
度
の
根
本

問
題
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
し
て
み
た
い
と
思
う
。

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）

三
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な
お
、
評
定
所
公
事
は
、
従
来
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
評
定
公
事
と
表
現
さ
れ
て
き
た
が(15
)、
江
戸
幕
府
評
定
所
の
民
事
判
例
集
と

い
わ
れ
る
『
裁
許
留(16
)』
や
、
寺
社
奉
行
所
に
お
け
る
実
務
の
た
め
に
、
先
例
・
各
種
記
録
・
文
書
類
を
収
録
編
集
し
た
『
祠
部
職
掌
類

聚(17
)』、『
百
箇
條
調
書(18
)』、
町
奉
行
所
関
係
の
記
録
・
文
書
を
町
奉
行
所
元
役
人
が
編
纂
し
た
『
尹
台
秘
録(19
)』
等
、
評
定
所
、
奉
行
所
の

公
式
、
準
公
式
の
編
纂
物
あ
る
い
は
記
録
文
書
類
の
収
集
編
纂
物
に
、「
評
定
所
公
事
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本

稿
で
は
「
評
定
所
公
事
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

第
二
節

目
安
に
奉
行
の
裏
判
が
与
え
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
評
定
所
公
事

一

他
領
他
支
配
関
連
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
私
人
が
目
安
（
訴
状(20
)）
で
相
手
を
訴
え
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、「
目
安
懸
り
の
出
訴
」

（「
私
人
に
よ
る
出
訴
」）
を
す
る
場
合
、
評
定
所
に
直
接
出
訴
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
江
戸
の
担
当
奉
行
所
に
出
訴
す
る
こ
と
に
な
る(21
)。

出
訴
を
う
け
た
江
戸
の
担
当
奉
行
所
で
は
目
安
の
審
査
（「
目
安
糺
」）
が
な
さ
れ
る
。
審
査
の
結
果
、
奉
行
の
と
る
道
は
、
大
き
く
分

け
る
と
二
つ
あ
っ
た
。
第
一
の
道
は
、
民
事
事
件
の
場
合
と
同
様
、
目
安
に
奉
行
の
裏
判
（
初
判(22
)）
を
与
え
る
と
い
う
道
で
あ
る
。
目

安
に
三
奉
行
全
員
の
裏
判
が
与
え
ら
れ
る
と
、
訴
訟
人
は
そ
れ
を
相
手
方
に
送
達
す
る
。
平
松
氏
に
よ
れ
ば
、
出
入
筋
の
手
続
は
こ
こ

か
ら
始
ま
る(23
)。
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
犯
罪
に
つ
い
て
明
確
な
証
拠
が
な
く
、
犯
罪
の
嫌
疑
が
濃
厚
と
は
思
え
な
い
場
合
、

奉
行
は
こ
の
道
を
選
ん
だ(24
)。

第
二
の
道
は
、
目
安
に
奉
行
の
裏
判
を
与
え
な
い
と
い
う
道
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
奉
行
は
相
手
を
差
紙
（
召
喚
状
）
で
召
喚
す
る

か
、
あ
る
い
は
関
係
方
面
に
命
じ
て
相
手
を
身
柄
拘
束
し
江
戸
の
奉
行
所
に
送
致
さ
せ
た
（「
手
当
呼
出
」）。
い
ず
れ
も
目
安
糺
の
段
階

で
犯
罪
の
嫌
疑
が
濃
厚
と
思
わ
れ
た
場
合
に
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
る(25
)。
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二
「
目
安
懸
り
の
出
訴
」（「
私
人
に
よ
る
出
訴
」）
が
な
さ
れ
、
目
安
糺
（
訴
状
審
査
）
に
お
い
て
目
安
に
裏
判
を
与
え
る
の
が
妥
当

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
担
当
奉
行
は
目
安
に
裏
判
（
初
判
）
を
し
、
他
の
三
奉
行
も
裏
判
を
し
て
、「
指
定
日
に
返
答
書
を
評
定
所
に

提
出
し
、
法
廷
で
対
決
す
べ
し
」
と
す
る
裏
書
を
与
え
た
。『
評
定
所
留
役
勘
定
勤
方(26
)』
四
三
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
史
料
⚑
〕

「
一
評
定
所
公
事
ハ
、
御
代
官
所
よ
り
私
領
を
相
手
取
、
又
ハ
私
領
よ
り
御
代
官
所
を
相
手
取
、
私
領
よ
り
私
領
を
相
手
取
、
訴
状

を
御
月
番
奉
行
衆
御
宅
江
差
出
、
地
頭
添
簡
有
之
候
得
者
、
留
役
相
糺
、
本
目
安
差
出
候
上
、
御
初
判
ニ
成
、
三
奉
行
裏
判
ニ

而
、
何
月
幾
日
評
定
所
江
返
答
書
差
出
、
双
方
罷
出
対
決
可
致
旨
之
裏
書
、
御
渡
ニ
成
候
」

〔
史
料
⚑
〕
に
よ
れ
ば
、
評
定
所
公
事
は
、
御
料
（
代
官
所
）
と
私
領
（
大
名
領
、
旗
本
領
）
の
者
の
間
で
、
あ
る
い
は
私
領
の
者
同

士
の
間
で
、
私
人
が
他
人
を
相
手
取
っ
て
訴
状
を
月
番
の
奉
行
所
に
提
出
し
、
目
安
糺
を
経
て
本
目
安
（
正
式
の
目
安
）
を
提
出
し
、

そ
れ
に
奉
行
が
初
判
、
裏
判
、
裏
書
を
し
て
、
訴
訟
人
に
そ
の
目
安
を
渡
す
と
い
う
手
順
を
踏
ん
で
い
る
。
裏
書
に
は
、
所
定
の
日
に

双
方
が
評
定
所
に
出
廷
し
「
対
決
」
す
る
こ
と
、
そ
の
際
、
相
手
方
は
答
弁
書
（「
返
答
書
」）
を
提
出
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
民
事
事
件
で
お
な
じ
み
の
出
入
筋
の
手
続
で
あ
る
。
平
松
氏
の
研
究(27
)に
よ
れ
ば
、
そ
し
て
平
松
氏
の
研
究

を
含
め
た
従
来
の
研
究
に
よ
れ
ば
、〔
史
料
⚑
〕
の
評
定
所
公
事
は
出
入
物
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。〔
史
料
⚑
〕
は
、
評

定
所
公
事
が
出
入
物
の
裁
判
で
あ
っ
た
と
す
る
平
松
説
を
裏
づ
け
る
有
力
な
材
料
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
い
ま
、〔
史
料
⚑
〕
に
み
ら

れ
る
目
安
に
奉
行
の
裏
判
が
与
え
ら
れ
る
評
定
所
公
事
を
、「
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

評
定
所
公
事
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二
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の
タ
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（
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「
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
、
民
事
事
件
の
場
合
の
み
な
ら
ず
刑
事
事
件
の
場
合
も
本
公
事
と
さ
れ
た
。『
目
秘

坤(28
)』
十
三

の
七
「
盗
賊
引
合
之
由
ニ
候
得
共
、
本
人
不
相
知
ニ
付
目
安
掛
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
史
料
⚒
〕

「
文
化
四
卯
年
二
月
六
日

松
平
兵
庫
頭
掛

一
野
州
素
佐
原
宿
左
右
衛
門
、
相
手
下
総
国
古
河
町
弥
兵
衛
、
紛
失
之
麻
荷
物
買
請
置
不
相
返
出
入

是
者
、
盗
賊
引
合
之
由
相
聞
候
得
共
、
本
人
手
掛
不
相
知
儀
故
、
目
安
掛
ニ
而
可
然
旨
ニ
付
、
本
公
事
差
日
之
初
判
差
出
候

積
」

〔
史
料
⚒
〕
に
よ
れ
ば
、
野
州
素
佐
原
宿
の
左
右
衛
門
が
紛
失
し
た
麻
荷
物
を
買
請
け
た
下
総
国
古
河
町
の
弥
兵
衛
が
、
そ
の
麻
荷

物
を
左
右
衛
門
に
返
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
左
右
衛
門
は
幕
府
の
勘
定
奉
行
松
平
兵
庫
頭
（
信
行
）
の
奉
行
所
に
出
訴
し
た
。
奉
行
所

は
、
紛
失
の
麻
荷
物
の
売
買
に
盗
賊
が
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
犯
人
の
手
掛
り
が
な
く
、
弥
兵
衛
が
盗
賊
か
ら
買
請
け

た
と
い
う
明
確
な
証
拠
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
、
目
安
掛
り
の
手
続
―
―
す
な
わ
ち
、
出
入
筋
の
手

続
―
―
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
て
、「
本
公
事
差
日
之
初
判
」（
本
公
事
扱
い
、
指
定
日
出
廷
を
命
じ
る
奉
行
の
初
判
）
を
出
す
積
り
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
他
領
他
支
配
関
連
の
刑
事
事
件
に
つ
き
私
人
が
出
訴
し
た
場
合
、
相
手
（
加
害
者
）
の
手
掛
り
が
は
っ
き
り
し
な
い

と
き
、
あ
る
い
は
、
明
確
な
証
拠
証
言
等
が
な
く
、
訴
訟
人
（
被
害
者
）
が
そ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
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き
は
、
訴
訟
人
に
対
し
、
本
公
事
扱
い
、
指
定
日
出
廷
を
命
じ
る
奉
行
の
初
判
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た(29
)。

三

奉
行
の
裏
判
あ
る
目
安
で
も
っ
て
相
手
方
を
出
廷
さ
せ
、
吟
味
を
し
た
結
果
、
疑
い
が
晴
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。『
裁
許
留(30
)』

八
四
「
野
州
小
野
寺
村
次
助
外
壱
人
、
相
手
同
国
新
里
村
弥
五
左
衛
門
外
拾
弐
人
、
疵
付
出
入
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
史
料
⚓
〕

「
土
井
大
炊
頭
領
分
、
野
州
都
賀
郡
小
野
寺
村
次
助
女
房
な
よ
ハ
、
鷲
巣
益
五
郎
知
行
、
同
国
安
蘓

（
蘇
か
）郡

新
里
村
弥
五
左
衛
門
方
ニ
、

下
女
奉
公
い
た
し
罷
在
、
当
八
月
十
五
日
、
傍
輩
共
申
合
、
同
郡
葛
生
宿
え
物
詣
ニ
罷
越
候
由
ニ
て
、
夫
次
助
方
え
立
寄
、
其
夜

は
、
妹
聟
小
野
寺
村
直
右
衛
門
方
ニ
一
宿
い
た
し
、
翌
十
六
日
、
直
右
衛
門
女
房
み
よ
ニ
衣
類
等
為
持
、
罷
帰
ル
途
中
、
な
よ
・

み
よ
共
手
疵
請
、
な
よ
ハ
、
傍
輩
下
男
武
助
ニ
被
切
候
段
申
聞
、
其
後
相
果
ニ
付
、
弥
五
左
衛
門
え
懸
合
処
、
武
助
ハ
、
十
六
日

朝
、
致
欠
落
段
、
申
越
候
得
共
、
み
よ
持
参
之
衣
類
等
紛
失
致
上
ハ
、
武
助
壱
人
之
仕
業
ニ
無
之
、
弥
五
左
衛
門
下
男
女

（
下
欠
か
）疑

敷
旨
、

訴
之
ニ
付
、
裏
判
を
以
呼
出
、
遂
吟
味
処
、
な
よ
・
み
よ
え
為
手
負
候
ハ
、
全
武
助
仕
業
ニ
て
、
疑
相
晴
間
、
武
助
行
衛
尋
出
し

候
歟
、
又
は
手
懸
を
以
吟
味
可
相
願
間
、
今
般
、
吟
味
外
之
儀
相
願
ニ
付
、
願
之
通
承
届
、
目
安
・
返
答
書
継
合
、
裏
判
消
ニ
遣

ス
」

〔
史
料
⚓
〕
は
、
疵
付
出
入
に
関
す
る
評
定
所
の
判
決
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鷲
巣
益
五
郎
知
行
・
野
州
安
蘓

（
蘇
か
）郡

新
里
村

弥
五
左
衛
門
の
下
女
で
、
土
井
大
炊
頭
領
分
・
野
州
都
賀
郡
小
野
寺
村
次
助
の
女
房
な
よ
と
、
同
村
直
右
衛
門
の
女
房
み
よ
が
帰
路
の

途
中
、〔
何
者
か
か
ら
〕
手
疵
を
請
け
、
な
よ
は
、
弥
五
左
衛
門
下
男
の
武
助
に
切
ら
れ
た
と
言
い
残
し
て
死
亡
し
た
。
な
よ
の
夫
次

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）

七
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助
ら
は
、
み
よ
が
持
参
し
て
い
た
衣
類
等
が
紛
失
し
て
い
る
の
で
、
武
助
の
単
独
犯
行
で
は
な
い
と
思
い
、
弥
五
左
衛
門
の
下
男
下
女

が
疑
わ
し
い
と
し
て
、
弥
五
左
衛
門
ほ
か
一
二
人
を
相
手
取
っ
て
奉
行
所
に
出
訴
し
た
。
奉
行
は
目
安
に
裏
判
を
付
与
し
、
疑
わ
し
い

と
さ
れ
た
相
手
方
を
出
廷
さ
せ
吟
味
し
た
と
こ
ろ
、
な
よ
・
み
よ
両
人
へ
手
疵
を
負
わ
せ
た
の
は
武
助
一
人
の
仕
業
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
疑
い
が
晴
れ
た
。
武
助
は
「
欠
落
」（
逃
亡
）
し
て
い
る
の
で
、
次
助
ら
は
改
め
て
吟
味
を
願
う
こ
と
に
し
、
今
般
は
「
吟
味

外
」
と
し
て
く
れ
る
よ
う
願
い
、
願
い
通
り
認
め
ら
れ
た
。
判
決
記
録
の
末
尾
に
、「
目
安
・
返
答
書
継
合
、
裏
判
消
ニ
遣
ス
」
と
あ

り
、
民
事
の
出
入
物
と
同
様
、
裏
判
消
の
手
続
が
と
ら
れ
て
裁
判
が
終
結
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
も
奉
行
は
、
証
拠
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
相
手
方
に
犯
罪
の
嫌
疑
が
濃
厚
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
、

差
紙
（
召
喚
状
）
や
「
手
当
呼
出
」（
身
柄
拘
束
・
江
戸
送
致
）
で
は
な
く
、
目
安
裏
判
に
よ
る
呼
出
し
に
と
ど
め
て
い
る
。
奉
行
の
予
想

通
り
、
疑
い
が
晴
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

第
三
節

目
安
に
奉
行
の
裏
判
が
与
え
ら
れ
な
い
タ
イ
プ
の
評
定
所
公
事

一

他
領
他
支
配
関
連
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
「
目
安
懸
り
の
出
訴
」（
私
人
に
よ
る
出
訴
）
が
な
さ
れ
、
担
当
奉
行
所
の
目
安
糺

（
訴
状
審
査
）
の
結
果
、
奉
行
が
と
っ
た
第
二
の
道
は
、
目
安
に
裏
判
を
与
え
な
い
と
い
う
道
で
あ
っ
た
。
犯
罪
の
嫌
疑
が
濃
厚
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。
そ
の
さ
い
奉
行
は
、
犯
人
と
名
指
し
さ
れ
た
相
手
を
差
紙
で
召
喚
す
る
か
、
あ
る
い

は
身
柄
を
拘
束
し
て
送
致
さ
せ
た
。
こ
の
第
二
の
道
も
評
定
所
公
事
と
呼
ば
れ
て
い
た
。『
評
定
所
留
役
勘
定
勤
方
』
七
六
、
七
七
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。
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〔
史
料
⚔
〕

「
一
評
定
所
公
事

御
勘
定
奉
行
懸
初
判
願
、
糺
之
上
、
其
品
ニ
寄
裏
判
難
差
出
も
の
ハ
、
手
当
之
儀
者
御
代
官
、
領
主
、
地
頭
江
申
達
候
、
其
段

御
一
座
江
御
演
説

一
右
之
類
、
手
当
ニ
而
面
々
よ
り
差
出
候
得
共
、
御
懸
御
奉
行
衆
於
宅
、
入
牢
、
手
鎖
等
申
付
、
差
日
ニ
ハ
、
訴
訟
人
、
引
合
之

も
の
斗
罷
出
、
手
鎖
、
入
牢
之
も
の
ハ
江
戸
宿
又
ハ
牢
よ
り
呼
出
、
対
決
申
付
、

吟
味
之
上
、
改
而
入
牢
又
ハ
手
鎖
申
付
有
之
節
ハ

何
誰
知
行

何
国
何
郡
何
村

百
姓

誰
―
―
」

〔
史
料
⚔
〕
に
よ
れ
ば
、
評
定
所
公
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
他
領
他
支
配
関
連
の
事
件
に
つ

い
て
、
訴
訟
人
が
目
安
を
提
し
て
担
当
の
勘
定
奉
行
に
初
判
（
裏
判
）
を
求
め
て
き
た
場
合
、
奉
行
所
で
目
安
糺
を
し
た
結
果
、
事
案

に
よ
っ
て
は
奉
行
の
裏
判
を
与
え
難
い
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
相
手
方
の
身
柄
拘
束
（「
手
当
」）
を
代
官
や
領
主
、
地
頭
に

命
じ
、
そ
の
こ
と
を
評
定
所
一
座
に
通
知
（「
演
説
」）
す
る
。
右
の
者
は
身
柄
拘
束
さ
れ
て
代
官
、
領
主
、
地
頭
よ
り
江
戸
の
奉
行
所

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）
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に
送
致
さ
れ
た
（「
面
々
よ
り
差
出
候
」）。
身
柄
拘
束
・
江
戸
送
致
は
重
罪
犯
罪
の
嫌
疑
が
濃
厚
な
場
合
に
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
こ

と
は
既
に
述
べ
た
。

こ
の
〔
史
料
⚔
〕
の
評
定
所
公
事
は
、〔
史
料
⚑
〕
の
評
定
所
公
事
（「
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」）
と
比
べ
て
、
目
安
に
奉
行
の
裏

判
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
返
答
書
を
命
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
身
柄
拘
束
・
江
戸
送
致
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
の
点
が

大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
に
「
評
定
所
公
事
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、〔
史
料
⚔
〕
の
評
定
所
公
事

を
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
の
具
体
例
を
一
つ
掲
げ
る
と
、『
評
定
所
留
役
覚
書(31
)』
三
十
六
「
疵
付
出
入
手
当
呼
出
演
説
」
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
史
料
⚕
〕

「

御
演
説
書

根
岸
肥
前
守

一
太
田
運
八
郎
知
行
、
相
州
愛
甲
郡
八
菅
村
縫
右
衛
門
兄
彦
右
衛
門
宅
江
、
当
月
十
九
日
夜
中
、
五
、
六
人
押
込
、
同
人
江
手
疵

為
負
逃
去
候
処
、
右
之
内
、
川
勝
権
之
助
知
行
、
同
郡
熊
板
村
彦
左
衛
門
を
見
届
候
間
、
同
村
役
人
江
懸
合
預
置
候
段
、
縫
右

衛
門
外
壱
人
訴
出
候
ニ
付
、
初
判
差
出
可
申
処
、
外
ニ
相
手
も
無
之
儀
ニ
付
、
初
判
者
不
差
〔
出
〕

（
虫
く
い
）

、
彦
左
衛
門
者
地
頭
川
勝

権
之
助
江
懸
合
、
手
当
ニ
而
呼
出
、
着
次
第
入
牢
申
付
置
、
訴
訟
人
一
同
評
定
所
江
差
出
、
相
糺
可
申
与
存
候
、
依
之
、
及
御

演
説
候
、
以
上
、

子
八
月
」
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〔
史
料
⚕
〕
に
よ
れ
ば
、
太
田
運
八
郎
知
行
・
相
州
愛
甲
郡
八
菅
村
縫
右
衛
門
の
兄
彦
右
衛
門
の
家
に
、
夜
中
、
五
、
六
人
が
押
入

り
、
手
疵
を
負
わ
せ
て
逃
げ
去
っ
た
。
そ
の
中
の
一
人
、
川
勝
権
之
助
知
行
・
同
郡
熊
板
村
の
彦
左
衛
門
を
見
つ
け
、
村
役
人
に
預
け

置
い
て
、
縫
右
衛
門
ほ
か
一
名
が
目
安
で
訴
え
出
た
の
で
、
勘
定
奉
行
根
岸
肥
前
守
（
鎮
衛
）
は
、
本
来
な
ら
目
安
に
初
判
（
裏
判
）

を
与
え
る
べ
き
と
こ
ろ
、
外
に
相
手
も
い
な
い
の
で
、
目
安
に
初
判
は
与
え
ず
、
地
頭
の
川
勝
権
之
助
に
彦
左
衛
門
を
身
柄
拘
束
し
て

江
戸
に
送
致
（「
手
当
ニ
而
呼
出
」）
さ
せ
、
到
着
次
第
入
牢
を
申
し
付
け
置
い
て
、
訴
訟
人
一
同
を
評
定
所
へ
差
出
し
糺
審
す
る
つ
も
り

で
あ
る
こ
と
を
、
他
の
評
定
所
一
座
に
通
知
し
て
い
る
。

右
は
、
他
に
犯
人
と
思
わ
れ
る
者
は
考
え
ら
れ
ず
、
犯
罪
の
嫌
疑
が
濃
厚
と
思
わ
れ
る
事
案
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
事
案

に
つ
い
て
担
当
奉
行
が
、
相
手
方
（
被
疑
者
）
と
訴
訟
人
（
被
害
者
側
）
一
同
を
評
定
所
に
差
出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と

は
、『
評
定
所
留
役
覚
書
』
八
七
「
演
説
書
」
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
史
料
⚖
〕

「

演
説
書

松
平
兵
庫
頭

一
武
州
羽
尾
村
新
右
衛
門
、
相
手
同
国
松
山
町
馬
次
郎
外
弐
人
、
理
不
尽
出
入

右
出
入
、
拙
者
方
江
訴
出
候
処
、
訴
訟
方
新
右
衛
門
親
太
七
臥
居
候
場
所
江
、
相
手
之
も
の
共
刀
脇
差
を
抜
踏
込
、
太
七
江
及

打
擲
、
新
右
衛
門
差
止
候
を
も
不
取
用
、
金
子
有
所
可
申
聞
抔
申
聞
、
同
人
と
も

（
マ
マ
）

及
打
擲
、
疵
付
候
段
申
立
、
不
軽
儀
ニ
付
、

右
相
手
の
も
の
共
ハ
、
夫
々
手
当
い
た
し
呼
出
、
着
次
第
入
牢
申
付
置
、
追
而
評
定
所
江
差
出
、
一
同
吟
味
い
た
し
候
様
可
致

候
、
依
之
、
及
御
演
説
候
、
以
上
、

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）

一
一
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戌
八
月
」

〔
史
料
⚖
〕
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
理
不
尽
出
入
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
武
州
松
山
町
の
馬
次
郎
ほ
か

二
人
が
、
同
州
羽
尾
村
の
新
右
衛
門
宅
に
強
盗
に
入
り
、
新
右
衛
門
の
親
な
ら
び
に
新
右
衛
門
を
刀
脇
差
で
打
擲
、
疵
付
け
た
旨
、
新

右
衛
門
が
訴
え
出
た
の
で
、
勘
定
奉
行
松
平
兵
庫
頭
（
信
行
）
は
、
相
手
の
も
の
ど
も
を
身
柄
拘
束
の
う
え
江
戸
送
致
（「
手
当
い
た
し

呼
出
」）
さ
せ
、
到
着
次
第
入
牢
を
申
し
付
け
置
き
、「
追
而
評
定
所
江
差
出
、
一
同
吟
味
い
た
し
候
様
可
致
候
」
と
評
定
所
一
座
に
通

知
し
て
い
る
。
評
定
所
で
一
同
が
吟
味
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

二

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
で
は
、
身
柄
拘
束
・
江
戸
送
致
（「
手
当
呼
出
」）
さ
れ
た
相
手
方

（
被
疑
者
）
が
評
定
所
へ
差
出
さ
れ
る
前
に
奉
行
所
で
一
定
の
糺
審
（「
一
通
り
吟
味
」）
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
目
秘

坤
』
十

九
の
七
「
手
当
ニ
而
呼
出
、
外
ニ
相
手
無
之
節
取
計
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
史
料
⚗
〕

「

演
説
書

根
岸
肥
前
守

一
江
川
太
郎
左
衛
門
御
代
官
所
、
相
州
陶
綾
郡
大
磯
宿
甚
七
兄
友
七
儀
、
同
国
大
住
郡
南
原
村
ニ
而
変
死
い
た
し
候
処
、
曽
谷
長

栄
知
行
、
同
郡
北
金
目
村
万
五
郎
疑
敷
旨
、
右
甚
七
申
立
、
目
安
差
出
候
ニ
付
、
初
判
差
出
可
申
処
、
外
相
手
も
無
之
儀
ニ
付
、

初
判
不
差
出
、
万
五
郎
者
曽
谷
長
栄
江
申
達
、
手
当
い
た
し
呼
出
、
一
ト
通
吟
味
い
た
し
候
処
、
友
七
打
殺
候
段
無
相
違
旨
申

立
候
、
然
ル
処
、
御
料
よ
り
私
領
江
相
掛
り
候
儀
ニ
付
、
明
十
一
日
評
定
所
江
差
出
、
猶
又
相
糺
、
落
着
之
儀
可
及
御
相
談
与

一
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存
候
、
依
之
、
及
御
演
説
候
、
以
上
、

子
十
二
月
」

〔
史
料
⚗
〕
に
よ
れ
ば
、
江
川
太
郎
左
衛
門
代
官
所
・
相
州
陶
綾
郡
大
磯
宿
の
甚
七
は
、
兄
友
七
の
死
に
不
審
を
抱
き
、
曽
谷
長
栄

知
行
・
同
郡
北
金
目
村
の
万
五
郎
が
疑
わ
し
い
と
申
立
て
、
目
安
を
差
出
し
た
の
で
、
勘
定
奉
行
根
岸
肥
前
守
（
鎮
衛
）
は
、〔
本
来

な
ら
ば
〕
初
判
（
裏
判
）
を
与
え
る
べ
き
と
こ
ろ
、
他
に
相
手
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
目
安
に
初
判
は
与
え
ず
、
地
頭
曽
谷
長
栄
に

申
達
し
、
万
五
郎
を
身
柄
拘
束
・
江
戸
送
致
（「
手
当
い
た
し
呼
出
」）
さ
せ
、
一
通
り
吟
味
し
た
と
こ
ろ
、
友
七
殺
し
を
自
供
し
た
。
御

料
よ
り
私
領
に
か
か
わ
る
事
案
で
あ
っ
た
の
で
、
翌
日
、
評
定
所
に
差
出
し
、
さ
ら
に
糺
し
た
の
ち
、
判
決
に
つ
い
て
根
岸
肥
前
守
よ

り
他
の
奉
行
た
ち
に
「
相
談
」
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

『
目
秘

坤
』
十
四
の
四
「
強
婬
出
入
前
廉
相
談
之
上
、
手
当
を
以
呼
出
入
牢
申
付
置
、
評
定
所
江
差
出
候
当
日
猶
又
演
説
」
で
も
、

担
当
奉
行
は
、
相
手
方
（
被
疑
者
）
の
身
柄
を
拘
束
し
て
江
戸
へ
送
致
（「
手
当
を
以
呼
出
」）
さ
せ
、「
一
ト
通
糺
」
し
た
と
こ
ろ
、
疑
わ

し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
入
牢
を
申
付
け
（「
疑
敷
候
間
、
入
牢
申
付
」）、
表
題
に
あ
る
よ
う
に
、「
評
定
所
江
差
出
」
し
吟
味
す
る
旨
、

他
の
三
奉
行
に
通
知
し
て
い
る
。『
目
秘

坤
』
十
四
の
十
一
「
密
通
出
入
手
当
呼
出
、
吟
味
以
前
内
済
い
た
し
、
済
口
聞
届
候
ニ
付
」

に
も
、
密
通
の
嫌
疑
で
訴
え
ら
れ
た
者
（
相
手
方
）
を
、「
手
当
を
以
呼
出
、
一
通
り
相
糺
、
入
牢
申
付
候
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
目
秘

坤
』
十
九
の
十
六
「
手
当
呼
出
御
用
日
当
朝
之
演
説
」
に
も
、
重
右
衛
門
の
女
房
き
の
を
誘
引
出
し
、
重
右
衛
門
に
訴
え
ら
れ
た
源

蔵
と
き
の
の
両
名
を
、
担
当
奉
行
は
「
手
当
を
以
呼
出
」、「
一
ト
通
糺
」
し
た
と
こ
ろ
、
供
述
が
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で
入
牢
を
申
付
け

た
（「
申
口
紛
敷
候
間
、
入
牢
申
付
」）
と
あ
る
。〔
史
料
⚗
〕
の
変
死
（
殺
人
）
の
事
例
で
も
、「
手
当
い
た
し
呼
出
」、「
一
ト
通
吟
味
」
の

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）
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の
ち
評
定
所
へ
差
出
し
、「
猶
又
相
糺
」
と
あ
り
、「
相
糺
」
す
こ
と
が
引
続
き
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
入
牢
を
命
じ
ら
れ
て
い

た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
評
定
所
公
事
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
右
の
評
定
所
へ
差
出
し
た
あ
と
の
「
猶
又
相
糺
」
と

は
、
石
井
良
助
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
評
定
所
留
役
に
よ
る
「
追
々
吟
味(32
)」
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

も
し
、
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
の
対
象
事
案
の
相
手
方
（
被
疑
者
）
の
扱
い

が
、
町
奉
行
所
で
の
刑
事
事
件
の
被
疑
者
の
取
扱
い
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
町
奉
行
所
で
は
、
逮
捕
さ
れ
た
者
を
同
心
が

自
身
番
屋
等
で
取
調
べ
る
。
こ
れ
は
下
吟
味
と
呼
ば
れ
て
い
る(33
)。
同
心
は
下
吟
味
に
お
い
て
被
疑
者
の
有
罪
無
罪
を
一
応
取
調
べ
、
有

罪
と
思
わ
れ
た
者
の
身
柄
を
奉
行
所
に
送
る
。
こ
れ
を
「
送
り
」
と
呼
ぶ
。
奉
行
所
で
は
奉
行
が
そ
の
者
の
罪
状
の
概
略
を
取
調
べ

（「
一
通
糺
、
一
通
り
吟
味
」）、
そ
の
後
、
入
牢
を
申
付
け
、
与
力
が
「
追
々
吟
味
」
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
町
奉
行
所
で
の
刑
事

事
件
の
取
扱
い
を
、
⑴
下
吟
味
、
⑵
送
り
、
⑶
一
通
糺
（
一
通
り
吟
味
）、
⑷
入
牢
申
付
、
⑸
追
々
吟
味
、
と
い
う
具
合
に
ま
と
め
る
と
、

「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
の
相
手
方
（
被
疑
者
）
の
扱
い
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
で
は
、「
目
安
懸
り
の
出
訴
」（
私
人
に
よ
る
出
訴
）
が
な
さ
れ
る
と
、
⒜
奉
行
所
の
目
安
糺
（
訴
状

審
査
）
に
お
い
て
犯
罪
の
嫌
疑
の
有
無
が
審
査
さ
れ
、
⒝
重
罪
犯
罪
の
嫌
疑
が
濃
厚
と
思
わ
れ
た
者
を
現
地
役
人
に
命
じ
て
、
身
柄
拘

束
の
う
え
江
戸
の
奉
行
所
に
送
致
さ
せ
る
。
⒞
担
当
奉
行
所
で
は
「
一
通
り
吟
味
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
⒟
入
牢
を
申
付
け
、
⒠
評

定
所
へ
差
出
、
⒡
追
々
吟
味
が
行
わ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は

他
領
他
支
配
関
連
の
刑
事
事
件
で
あ
る
の
で
、
⒠
の
評
定
所
へ
の
「
差
出
」
が
見
ら
れ
る
点
は
大
き
な
相
違
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を

除
く
な
ら
、
町
奉
行
所
で
の
刑
事
事
件
の
取
扱
い
と
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
と
し
て
の
刑
事
事
件
の
取
扱
い
は
、
ほ
と
ん

ど
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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三

上
記
し
た
町
奉
行
所
に
お
け
る
刑
事
事
件
の
取
扱
い
は
、
平
松
義
郎
氏
の
著
書
『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
に
も
と
づ
き
記

述
し
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
そ
れ
を
「
吟
味
筋
の
手
続
」
と
し
て
描
い
て
い
る(34
)。
本
節
二
の
叙
述
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
勘
定
奉

行
担
当
の
「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
の
取
扱
い
も
そ
れ
に
類
似
し
て
い
た
。
こ
れ
も
「
吟
味
筋
の
手
続
」
で
あ
ろ
う
か
。

「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
で
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
目
安
に
奉
行
の
裏
判
が
な
さ
れ
ず
、
相
手
方
の
身
柄
拘
束
・
江
戸
送

致
が
あ
り
、
そ
し
て
答
弁
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
平
松
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
吟
味
筋
の
手
続
の
特
徴
で
あ
っ
た(35
)。
と

く
に
、「
目
安
の
提
出
が
あ
っ
て
も
裏
書
を
下
付
し
な
い
事
件
」
は
「
吟
味
物
の
典
型
的
な
事
例
」
で
あ
り
、「
必
ず
吟
味
筋
で
裁
判
す

べ
き
も
の
」
で
あ
っ
た(36
)。
平
松
氏
の
こ
う
し
た
考
え
方
に
よ
れ
ば
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
、
明
ら
か
に
「
吟
味
物
の
典

型
的
な
事
例
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
平
松
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
評
定
所
公
事
は
「
出
入
物
の
裁
判
」
で
あ
っ
た
。

「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
史
料
上
、
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
平
松
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
出
入
物
の
裁
判
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
吟
味
物
の
裁
判
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
で
、『
聞
伝
叢
書(37
)』
巻
一
〇
の
次
の
史
料
は
興
味
深
い
。

〔
史
料
⚘
〕

「

公
事
出
入
り
と
吟
味
も
の
と
の
差
別
之
事

是
は
、
通
例
之
訴
訟
は
返
答
書
申
付
及
吟
味
、
火
付
・
人
殺
し
・
盗
賊
の
類
、
重
科
に
可
相
成
も
の
は
、
吟
味
も
の
と
唱
、
返
答

書
不
申
付
、
手
当
致
し
置
、
可
及
吟
味
事
に
候
、
密
通
も
吟
味
も
の
に
候
得
共
、
是
は
夫
疑
相
晴
候
得
ば
、
内
済
願
下
に
相
成
候

に
付
、
返
答
書
申
付
候
方
も
可
然
哉
、
都
て
御
法
度
筋
へ
拘
り
、
願
下
内
済
等
に
不
相
成
儀
は
、
吟
味
物
と
唱
候
事
」

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）
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〔
史
料
⚘
〕
に
よ
れ
ば
、
通
例
の
訴
訟
は
相
手
方
に
返
答
書
を
申
し
付
け
る
が
、
殺
人
等
の
重
罪
犯
罪
に
該
当
す
る
よ
う
な
も
の
は

「
吟
味
も
の
」
と
言
い
、
返
答
書
を
申
し
付
け
ず
、
相
手
の
身
柄
を
拘
束
し
（「
手
当
い
た
し
置
き
」）
吟
味
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
「
吟
味
も
の
」
に
つ
い
て
、「
す
べ
て
御
法
度
筋
に
か
か
わ
り
、
願
下
げ
や
内
済
等
に
な
ら
な
い
も
の
は
、
吟
味
も
の
と
言

う
」
と
も
述
べ
て
い
る
。〔
史
料
⚘
〕
で
は
、
返
答
書
を
相
手
方
に
申
し
付
け
る
か
ど
う
か
、
内
済
や
願
下
げ
を
認
め
る
か
ど
う
か
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
目
安
が
提
出
さ
れ
た
場
合
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
返
答

書
を
申
し
付
け
な
い
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
目
安
に
裏
判
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。〔
史
料
⚘
〕
の
考
え
方

に
よ
れ
ば
、
殺
人
に
つ
い
て
私
人
が
目
安
で
訴
え
出
、
担
当
奉
行
が
目
安
に
裏
判
を
与
え
ず
、
そ
れ
ゆ
え
相
手
に
返
答
書
を
申
し
付
け

ず
、
相
手
の
身
柄
を
拘
束
し
吟
味
す
る
「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
、「
吟
味
も
の
」
の
裁
判
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。〔
史
料
⚘
〕
は
、
平
松
氏
が
吟
味
筋
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
る(38
)。〔
史
料
⚘
〕
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
「
吟
味
も
の
」
の
裁
判
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
評
定
所
公
事
を

「
出
入
も
の
」
の
裁
判
と
見
る
平
松
氏
自
身
の
見
解
と
の
整
合
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

四

他
領
他
支
配
関
連
の
出
入
物
の
裁
判
に
お
い
て
評
定
所
で
判
決
申
渡
が
な
さ
れ
る
と
〔
史
料
⚓
〕
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
目
安

と
返
答
書
を
継
合
わ
せ
て
「
裏
判
消
」
の
手
続
が
と
ら
れ
る
。
当
該
案
件
の
裁
判
が
終
了
し
た
こ
と
を
示
す
手
続
と
い
え
よ
う(39
)。
と
こ

ろ
が
、
訴
訟
人
が
提
出
し
た
目
安
に
担
当
奉
行
の
初
判
（
裏
判
）
が
与
え
ら
れ
ず
、
相
手
方
（
被
疑
者
）
が
「
手
当
呼
出
」
さ
れ
る
と
い

う
、
平
松
氏
の
い
わ
れ
る
吟
味
筋
の
手
続
が
と
ら
れ
、
奉
行
所
で
「
一
通
り
吟
味
」、「
入
牢
」
の
の
ち
、
相
手
方
が
評
定
へ
差
し
出
さ

れ
た
場
合
、
奉
行
の
裏
判
あ
る
目
安
は
存
在
し
な
い
の
で
、
判
決
申
渡
に
伴
う
「
裏
判
消
」
の
手
続
は
行
な
わ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
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同
じ
く
目
安
に
奉
行
の
裏
判
が
な
さ
れ
ず
、
相
手
方
が
差
紙
で
召
喚
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

目
安
裏
判
を
も
っ
て
呼
び
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
場
合
、
判
決
記
録
の
末
尾
に
は
、「
但
、
寺
社
奉
行
差
出
ニ
付
、
目
安
無
之
」、
あ
る

い
は
「
但
、
町
奉
行
差
出
ニ
付
、
目
安
無
之
」、「
但
、
御
勘
定
奉
行
差
出
ニ
付
、
目
安
無
之
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

い
ま
、
末
尾
に
、「
但
、
御
勘
定
奉
行
差
出
ニ
付
、
目
安
無
之
」
と
記
さ
れ
た
評
定
所
一
座
の
判
決
記
録
を
左
に
紹
介
す
る
。『
裁
許

留
』
一
二
四
「
武
州
池
辺
村
市
郎
兵
衛
女
房
や
す
外
壱
人
、
相
手
同
村
新
左
衛
門
、
人
殺
出
入(40
)」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
史
料
⚙
〕

「

門
奈
式
部
知
行

武
州
都
筑
郡
池
野
辺

（
マ
マ
）

村

市
郎
兵
衛

女
房
や
す
代

訴
訟
方

平
左
衛
門

同
人
親
類

市
左
衛
門
代

市

五

郎

伊
予
守
懸

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）

一
七

454 ( 454 )



人
殺
出
入

北
村
季
春
知
行

同
村

相
手
方

新
左
衛
門

右
出
入
、
吟
味
伺
之
上
、
田
沼
主
殿
頭
殿
依
御
差
図
、
新
左
衛
門
儀
、
市
郎
兵
衛
頭
え
鍬
を
打
付
、
右
疵
ニ
て
相
果
候
始
末
、
不

届
ニ
付
、
下
手
人
可
申
付
処
、
致
病
死
間
、
其
旨
可
存
段
申
渡
、
證
文
申
付
、
門
奈
式
部
家
来
住
江
安
右
衛
門
、
北
村
季
春
家
来

神
戸
庄
左
衛
門
え
も
令
聞
之
、
但
、
御
勘
定
奉
行
差
出
ニ
付
、
目
安
無
之
」

〔
史
料
⚙
〕
の
事
案
は
、
門
奈
式
部
知
行
・
武
州
都
筑
郡
池
辺
村
の
市
郎
兵
衛
が
、
北
村
季
春
知
行
・
同
村
の
新
左
衛
門
に
鍬
で
頭

を
打
付
け
ら
れ
、
そ
の
疵
に
よ
り
死
亡
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
裁
許
留
』
に
は
右
の
判
決
記
録
に
つ
づ
き
、「
差
上
申
一
札
之

事
」
と
題
し
た
請
証
文
な
ら
び
に
老
中
へ
の
吟
味
伺
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
吟
味
伺
書
の
冒
頭
部
分
に
、「
武
州
池
辺
村
市
郎
兵
衛

女
房
や
す
外
壱
人
、
相
手
同
村
新
左
衛
門
、
人
殺
出
入
、
桑
原
伊
予
守
方
え
訴
出
候
ニ
付
、
双
方
評
定
所
え
呼
出
、
吟
味
仕
候
趣
、
左

之
通
」
と
あ
り
、
死
亡
し
た
市
郎
兵
衛
の
女
房
や
す
ほ
か
一
名
が
、
加
害
者
新
左
衛
門
を
相
手
取
っ
て
勘
定
奉
行
桑
原
伊
予
守
（
盛

員
）
方
へ
訴
え
出
た
こ
と
が
分
か
る
。
判
決
記
録
末
尾
に
、「
但
、
御
勘
定
奉
行
差
出
ニ
付
、
目
安
無
之
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
女

房
や
す
ほ
か
一
名
が
提
出
し
た
目
安
に
勘
定
奉
行
は
裏
判
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
目
安
の
内
容
が
「
人
殺
」
と
い
う
重
大

犯
罪
の
嫌
疑
が
濃
厚
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
奉
行
は
目
安
に
裏
判
は
与
え
ず
、
身
柄
拘
束
・
江
戸
送
致
（「
手
当
呼
出
」）
と
い
う
、
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平
松
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
吟
味
筋
」
の
手
続
を
と
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
双
方
評
定
所
へ
呼
出
、
吟
味
」
し
た
結
果
、
評
定
所
一
座

は
、
柿
木
伐
倒
、
新
道
通
行
を
め
ぐ
る
争
い
か
ら
新
左
衛
門
が
市
郎
兵
衛
の
頭
を
鍬
で
打
付
け
、
そ
の
疵
で
市
郎
兵
衛
が
死
亡
し
た
と

判
断
し
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
一
〇
月
一
九
日
、
新
左
衛
門
を
下
手
人
と
す
る
伺
を
、
黄
紙
附
札
を
も
っ
て
老
中
田
沼
主
殿
頭

（
意
次
）
に
行
い
、
同
二
三
日
「
伺
之
通
可
申
付
」
と
下
知
が
あ
っ
た
。
評
定
所
一
座
は
、
即
日
、「
承
付
」（
老
中
の
下
知
を
承
知
し
た
旨

の
請
書(41
)）
を
提
出
し
て
い
る
。
判
決
で
は
奉
行
よ
り
、
右
に
加
え
て
、
市
郎
兵
衛
の
「
死
骸
ハ
勝
手
次
第
可
取
置
」
と
訴
訟
人
な
ら
び

に
双
方
の
名
主
、
組
頭
一
同
に
仰
せ
渡
さ
れ
、
一
同
は
承
知
し
た
旨
の
請
証
文
を
提
出
し
て
い
る
。

以
上
が
『
裁
許
留
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
人
殺
出
入
」
の
評
定
所
に
お
け
る
裁
判
の
概
略
で
あ
る
。
夫
殺
害
犯
を
相
手
取
っ
て
妻
ほ
か

一
名
が
出
訴
し
、
担
当
奉
行
が
目
安
に
裏
判
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
犯
人
を
召
喚
し
評
定
所
に
出
廷
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
事
案
で

あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
改
め
て
、
評
定
所
公
事
、
吟
味
筋
（
吟
味
物
）、
出
入
筋
（
出
入
物
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

五

平
松
義
郎
氏
に
よ
れ
ば
、『
裁
許
留
』
は
、「
江
戸
幕
府
評
定
所
の
民
事
判
例
集
で
、
評
定
所
一
座
が
裁
判
し
た
民
事
事
件
の
判

決
に
関
す
る
原
簿(42
)」
で
あ
っ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、「
裁
許
留
に
収
め
ら
れ
て
い
る
事
件
は
、
評
定
所
一
座
が
裁
判
し
た
出
入
物
、
す
な

わ
ち
評
定
公
事
で
あ
る(43
)」。「
出
入
物
が
評
定
所
一
座
の
管
轄
と
な
る
の
は
、
他
領
他
支
配
に
関
連
す
る
事
件
の
と
き
で
あ
る(44
)」。〔
史
料

⚙
〕
は
殺
人
に
関
す
る
案
件
で
あ
り
、
民
事
事
件
で
は
な
く
刑
事
事
件
で
あ
る
。
平
松
氏
に
よ
れ
ば
、
本
節
三
で
述
べ
た
よ
う
に
、

「
目
安
の
提
出
が
あ
っ
て
も
裏
書
を
下
付
し
な
い
事
件
」
は
、「
吟
味
物
の
典
型
的
な
事
例
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、〔
史
料
⚙
〕

の
よ
う
な
事
件
（
殺
人
事
件
）
が
出
入
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
は
、
目
安
に
奉
行
の
裏
判
が
与
え
ら
れ
る
と
き
で
あ
っ
た
。
目
安
に
裏

判
が
与
え
ら
れ
ず
、
被
疑
者
（
相
手
方
）
が
「
手
当
呼
出
」
あ
る
い
は
「
差
紙
」
に
よ
り
奉
行
所
に
召
喚
さ
れ
る
の
は
、
平
松
氏
に
よ

れ
ば
、
吟
味
筋
の
手
続
―
―
す
な
わ
ち
刑
事
裁
判
手
続
―
―
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
「
吟
味
物
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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の
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（
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〔
史
料
⚙
〕
の
殺
人
事
件
は
、
氏
が
、「
評
定
所
一
座
が
裁
判
し
た
出
入
物
、
す
な
わ
ち
評
定
公
事
」
の
判
例
を
収
め
た
民
事
判
例
集
で

あ
る
と
す
る
『
裁
許
留
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
整
合
的
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

他
方
で
、
判
決
記
録
に
は
「
人
殺
出
入
」
と
い
う
公
事
銘
が
記
さ
れ
、
訴
訟
人
（
原
告
）、
相
手
方
（
被
告
）
も
記
さ
れ
て
い
る
。

「
出
入
筋
」
に
お
け
る
目
安
の
形
式
が
判
決
記
録
の
冒
頭
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
吟
味
伺
書
の
冒
頭
に
は
、「
人
殺

出
入

吟
味
伺
書
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
。〔
史
料
⚙
〕
の
案
件
は
「
吟
味
物
」
で
は
な
く
、「
出
入
物
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
平

松
氏
の
吟
味
筋
（
吟
味
物
）、
出
入
筋
（
出
入
物
）、
評
定
公
事
（
評
定
所
公
事
）
概
念
を
前
提
に
す
る
限
り
、
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
現

象
で
あ
る
。

同
様
の
現
象
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。『
評
定
所
留
役
覚
書
』
百
六
十
五
「
千
人
同
心
江
懸
候
本
公
事
手
当
も
の(45
)」
に
次
の
よ
う
に
あ

る
。〔

史
料
10
〕

「
文
化
四
卯
年
八
月
廿
一
日
初
対
決

兵
庫
頭
懸

一
武
州
高
木
村
金
右
衛
門
、
相
手
同
村
千
人
同
心
宇
平
次
忰
宮
鍋
幸
右
衛
門
、
強
婬
出
入

是
者
、
一
座
演
説
之
上
、
裏
判
不
差
出
、
幸
右
衛
門
手
当
之
儀
、
御
鑓
奉
行
江
申
達
、
一
同
評
定
所
江
差
出
積
」

〔
史
料
10
〕
に
よ
れ
ば
、
本
件
は
、
武
州
高
木
村
の
金
右
衛
門
が
、
同
村
の
千
人
同
心
平
次
忰
の
宮
鍋
幸
右
衛
門
を
相
手
取
っ
て
目

安
を
勘
定
奉
行
松
平
兵
庫
頭
（
信
行
）
に
提
出
し
た
強
婬
出
入
で
あ
る
。
松
平
兵
庫
頭
は
評
定
所
一
座
に
通
知
の
上
、
目
安
に
裏
判
は
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与
え
ず
、
幸
右
衛
門
の
「
手
当
」（
身
柄
拘
束
）
を
鑓
奉
行
に
命
じ
、
訴
訟
人
、
相
手
方
一
同
を
評
定
所
へ
差
出
す
予
定
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
手
続
は
、
平
松
氏
の
い
う
「
吟
味
筋
」
の
手
続
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
件
は
評
定
所
で
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
八
月
二
一
日
に
初
「
対
決
」
が
行
わ
れ
る
「
本
公
事
」
で
あ
っ
た
。「
公

事
」
は
、
平
松
氏
に
よ
れ
ば
、「
出
入
筋
の
訴
訟
事
件
」（「
出
入
物
」）
で
あ
る(46
)の
で
、「
本
公
事
」
と
し
て
「
対
決
」
が
な
さ
れ
る
本
件

は
、
平
松
氏
に
よ
れ
ば
、「
出
入
物
」
の
評
定
所
公
事
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
本
件
は
「
吟
味
物
」
の
裁
判
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
「
出
入
物
」
の
裁
判
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
平
松
氏
の
見
解
で
は
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
現
象
が

見
ら
れ
る
。

第
四
節

若
干
の
考
察

一

第
一
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
個
別
の
領
主
（
大
名
）、
地
頭
（
旗
本
）、
代
官
の
裁
判
権
を
越
え
た
渉
外
的
事
件
（
他
領
他
支
配

関
連
事
件
）
は
、
若
干
の
例
外
を
除
い
て
、
江
戸
に
あ
る
幕
府
の
奉
行
所
（
評
定
所
）
が
裁
判
権
を
独
占
し
て
い
た
。
他
領
他
支
配
関
連

事
件
に
つ
い
て
は
、
㈠
領
主
、
地
頭
、
代
官
よ
り
幕
府
の
奉
行
所
で
の
吟
味
を
願
う
奉
行
所
吟
味
願
・
差
出
と
、
㈡
私
人
が
他
人
を
相

手
取
っ
て
幕
府
の
奉
行
所
（
評
定
所
）
に
目
安
（
訴
状
）
で
訴
え
出
る
「
目
安
懸
り
の
出
訴
」（
私
人
に
よ
る
出
訴
）
と
い
う
二
つ
の
う
ち

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
幕
府
の
裁
判
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
平
松
氏
に
よ
れ
ば
、「
吟
味
物
は
奉
行
所
吟
味
願
、
出
入
物
は
目
安

懸
と
な
る
の
が
原
則
で
あ
」
っ
た(47
)。
㈠
の
奉
行
所
吟
味
願
の
案
件
（
吟
味
物
）
は
担
当
の
各
奉
行
所
で
裁
判
さ
れ
る
の
で
、
評
定
所
公

事
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
な
い(48
)。
㈡
の
私
人
に
よ
り
「
目
安
懸
り
の
出
訴
」
が
な
さ
れ
た
案
件
が
評
定
所
公
事
の
対
象
と
な
る
（〔
史

料
⚑
〕〔
史
料
⚔
〕
参
照
）。
こ
の
評
定
所
公
事
の
理
解
に
つ
い
て
重
要
な
視
点
を
提
示
し
た
の
が
平
松
義
郎
氏
で
あ
っ
た
。
評
定
所
公
事

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）

二
一
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の
理
解
に
つ
い
て
、
第
一
節
～
第
三
節
で
紹
介
し
た
平
松
氏
の
考
え
方
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

⒜
評
定
所
公
事
は
原
則
と
し
て
出
入
物
の
裁
判
で
あ
っ
た
（
第
一
節
）。

⒝
「
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
出
入
物
の
裁
判
で
あ
る
（
第
二
節
）。

⒞
「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
吟
味
物
の
裁
判
で
あ
る
（
第
三
節
）。

以
上
の
⒜
⒝
⒞
を
総
合
す
る
と
、「
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
評
定
所
公
事
で
あ
る
が
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
評
定

所
公
事
で
は
な
い
、
と
い
う
命
題
が
導
き
出
さ
れ
る
。

二

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、「
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
も
「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
も
、
ど
ち
ら
も
評
定
所

公
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（〔
史
料
⚑
〕〔
史
料
⚔
〕
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
右
の
命
題
の
後
半
部
分
は
否
定
さ
れ
た
。
平
松

氏
の
上
記
⒜
⒝
⒞
の
考
え
方
の
う
ち
、
⒜
と
⒝
、
⒝
と
⒞
は
矛
盾
な
く
両
立
す
る
。
問
題
は
⒜
と
⒞
で
あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た

よ
う
に
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
も
評
定
所
公
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、
平
松
氏
の
⒜
と
⒞
は
両
立
し
な
い
。

第
三
節
で
た
び
た
び
指
摘
し
た
平
松
説
の
不
整
合
性
は
こ
こ
に
起
因
し
て
い
た
。
⒜
と
⒞
は
矛
盾
な
く
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以

下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

三

平
松
氏
に
よ
れ
ば
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
吟
味
物
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
奉
行
が
目
安
に
裏
判
を
与
え
ず
、

相
手
を
身
柄
拘
束
し
て
召
喚
し
た
場
合
、
そ
の
者
に
対
す
る
奉
行
所
で
の
扱
い
は
、
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
松
氏
が
町
奉
行
所

の
刑
事
裁
判
手
続
（
吟
味
筋
）
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
扱
い

を
受
け
た
「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
で
は
、
所
定
の
出
廷
日
（「
差
日
」）
に
、
訴
訟
人
、
相
手
方
が
法
廷
で
「
対
決
」
し
た
。

上
記
〔
史
料
⚔
〕
第
二
条
に
、「
差
日
ニ
ハ
、
訴
訟
人
、
引
合
之
も
の
斗
罷
出
、
手
鎖
、
入
牢
之
も
の
ハ
江
戸
宿
又
ハ
牢
よ
り
呼
出
、

二
二
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対
決
申
付
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
種
の
事
案
が
「
出
入
」
と
呼
ば
れ
、
評
定
所
で
本
公
事
の

扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
、
第
三
節
で
述
べ
た
。

そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
出
入
物
の
裁
判
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
推
測
も
可
能

に
な
っ
て
く
る
。
左
の
『
目
秘

坤
』
追
加
二
十
四
「
御
吟
味
願
と
目
安
懸
差
別
之
事(49
)」
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

〔
史
料
11
〕

「
御
吟
味
願
と
相
成
候
品
と
、
目
安
懸
り
可
相
成
儀
と
之
差
別
、
御
承
知
被
成
度
旨
被
仰
聞
候
、

此
儀
、
御
吟
味
願
と
目
安
懸
ニ
可
相
成
品
々
差
別
、
先
ツ
ハ
出
入
も
の
と
吟
味
も
の
と
之
訳
ニ
可
有
御
座
、
た
と
ヘ
ハ
不
届
之

筋
有
之
、〔
領
主
〕・
地
頭
ニ
お
ゐ
て
吟
味
い
た
し
候
節
、
他
之
引
合
有
之
候
得
は
、
御
吟
味
願
ニ
可
相
成
儀
ニ
而
、
右
者
吟
味

も
の
之
筋
ニ
有
之
、
其
外
、
人
殺
・
疵
付
・
密
夫
等
之
儀
ニ
而
も
、
他
ニ
相
手
等
有
之
、
公
事
合
ニ
可
相
成
品
者
、
則
出
入
も

の
ニ
付
、
双
方
之
領
主
地
頭
ゟ
御
吟
味
可
相
願
筋
ニ
無
之
、
相
手
取
目
安
を
以
及
出
訴
、
評
定
公
事
ニ
可
相
成
儀
ニ
御
座
候
、

勿
論
、
出
入
も
の
ニ
而
も
、
全
訴
答
一
領
一
給
限
之
儀
ニ
而
、
其
領
主
・
地
頭
ニ
お
ゐ
て
吟
味
之
上
、
他
之
引
合
有
之
、
手
限

之
吟
味
不
行
届
類
ハ
、
出
入
も
の
之
筋
ニ
而
も
、
御
吟
味
願
ニ
可
相
成
儀
ニ
而
、
尤
、
右
之
外
ニ
も
、
始
末
ニ
寄
一
概
ニ
者
難

申
候
得
共
、
一
体
之
筋
者
右
之
通
ニ
可
有
御
座
候
、
尤
、
相
手
取
及
出
訴
、
公
事
合
ニ
可
相
成
品
を
、
他
之
懸
り
合
ニ
候
迚
、

御
吟
味
願
い
た
し
候
而
は
、
御
手
限
も
の
と
評
定
公
事
と
之
差
別
混
雑
仕
、
御
定
之
御
趣
意
ニ
相
懸
可
申
哉
ニ
奉
存
候
、

右
、
御
吟
味
願
と
目
安
懸
り
之
差
別
取
調
候
趣
、
大
凡
書
面
之
通
御
座
候
、
以
上
」

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）
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〔
史
料
11
〕
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
を
領
主
（
大
名
）、
地
頭
（
旗
本
）
が
吟
味
す
る
場
合
、
他
と
の
関
係
（「
他
之
引
合
」）、
す
な
わ
ち
他

の
御
料
私
領
と
の
か
か
わ
り
が
あ
れ
ば
、
奉
行
所
吟
味
願
〔
と
い
う
こ
と
〕
に
な
る
。
こ
れ
は
吟
味
も
の
で
あ
る
。
人
殺
、
疵
付
、
密

夫
等
で
あ
っ
て
も
、
他
に
相
手
が
あ
っ
て
公
事
合
に
な
る
よ
う
な
案
件
は
、
出
入
も
の
で
あ
る
の
で
、〔
加
害
者
、
被
害
者
〕
双
方
の

領
主
、
地
頭
よ
り
吟
味
を
願
う
べ
き
で
は
な
く
、
被
害
者
側
が
加
害
者
を
相
手
取
っ
て
目
安
懸
り
の
手
続
で
出
訴
し
、〔
そ
の
場
合
は
〕

評
定
公
事
（
評
定
所
公
事
）
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
出
入
物
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
が
当
該
領
主
・
地
頭
の
支
配
地
内
の
者
で
あ
る
案

件
で
（「
訴
答
一
領
一
給
限
之
儀
ニ
而
」）、
領
主
・
地
頭
が
吟
味
し
た
と
こ
ろ
他
と
の
関
連
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
自
分
の
権
限
で
は
吟

味
が
で
き
な
い
と
い
う
案
件
は
、
出
入
も
の
で
あ
っ
て
も
奉
行
所
吟
味
願
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
殺
等
の
犯
罪
で
あ
っ
て
も
、
被
害
者
側
が
相
手
（
加
害
者
）
と
裁
判
で
争
う
よ
う
な
場
合
は
「
出
入
も
の
」
で

あ
る
の
で
、
被
害
者
側
は
加
害
者
を
相
手
取
っ
て
目
安
懸
り
の
手
続
で
出
訴
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合
は
そ
の
裁
判
は

評
定
所
公
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
人
殺
等
の
重
罪
犯
罪
人
を
目
安
で
訴
え
出
た
場
合
、
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
奉
行
は
目
安
に

裏
判
を
与
え
ず
、
犯
人
と
名
指
さ
れ
た
者
を
身
柄
拘
束
・
江
戸
送
致
（「
手
当
呼
出
」）、
入
牢
さ
せ
て
い
る
。〔
史
料
11
〕
の
人
殺
等
も

そ
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
裁
判
が
、
上
記
の
よ
う
に
評
定
所
公
事
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

そ
れ
は
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、〔
史
料
11
〕
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
出
入
も
の
」
の
裁
判
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。〔
史
料
11
〕
を
こ
の
よ
う
に
読
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
上
記
し
た
推
測
、
す
な
わ
ち
、「
非
目
安

裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
「
出
入
も
の
」
の
裁
判
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
推
測
は
、
あ
な
が
ち
誤
ま
り
と
は
い
え
な
い
か

も
知
れ
な
い(50
)。

仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
上
記
し
た
平
松
氏
の
⒜
の
考
え
方
（
評
定
所
公
事
は
出
入
物
の
裁
判
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
）
は
正
し

二
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か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
⒜
の
考
え
方
と
両
立
し
な
い
と
思
わ
れ
る
氏
の

⒞
の
考
え
方
（「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は
吟
味
物
の
裁
判
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
）
の
方
が
誤
ま
り
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
速
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
右
に
述
べ
た
推
測
は
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
。〔
史
料

11
〕
の
解
釈
も
、
一
定
の
想
定
の
う
え
に
成
り
立
つ
解
釈
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
断
定
的
な
結
論
を
下
す
こ
と
は
避
け
た
い
。

こ
の
問
題
は
「
評
定
所
公
事
」、「
吟
味
物
」、「
出
入
物
」
を
ど
う
整
合
的
に
理
解
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、「
評
定
所
公
事
」

と
は
何
か
、「
吟
味
物
」
と
は
何
か
、「
出
入
物
」
と
は
何
か
と
い
う
、
江
戸
幕
府
裁
判
制
度
の
全
体
像
に
か
か
わ
る
極
め
て
重
要
な
問

題
で
あ
る
。
平
松
氏
の
研
究
か
ら
、
江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
の
な
か
で
こ
の
三
者
を
ど
う
整
合
的
に
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
課
題
が
見

え
て
き
た
。
評
定
所
公
事
、
吟
味
物
、
出
入
物
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
平
松
氏
の
研
究
か
ら
見
え
て
く
る
こ
の
課
題
に

正
面
か
ら
答
え
る
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
課
題
に
答
え
る
た
め
に
は
い
く
つ
か
の
準
備
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
は
、

出
入
物
・
吟
味
物
の
転
換
問
題
の
検
討
で
あ
る
。
一
連
の
裁
判
手
続
き
の
流
れ
の
な
か
で
、
出
入
物
が
吟
味
物
と
さ
れ
、
吟
味
物
が
出

入
物
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る(51
)が
、
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
の
背
景
理
由
を
探
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
出
入
物
と
は
何
か
、
吟

味
物
と
は
何
か
を
理
解
し
、
右
の
課
題
を
追
求
す
る
さ
い
の
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
、
三
奉
行
所
と
評
定

所
の
関
係
の
解
明
の
問
題
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
の
裁
判
制
度
の
な
か
で
三
奉
行
所
と
評
定
所
は
、
訴
え
の
受
理
、
審
理
、
判
決
決
定
等

を
め
ぐ
り
極
め
て
複
雑
で
錯
綜
し
た
権
限
配
分
関
係
の
な
か
に
あ
っ
た
。
両
者
の
間
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
権
限
配
分
の
も
と
で

刑
事
事
件
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
当
該
刑
事
事
件
が
ど
の
段
階
で
、「
出
入
物
」、「
吟
味
物
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
右
の
課
題
の
検
討
に
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
実

際
の
他
領
他
支
配
関
連
の
重
罪
刑
事
事
件
で
「
目
安
懸
の
出
訴
」（
私
人
に
よ
る
出
訴
）
が
な
さ
れ
た
場
合
、
具
体
的
に
奉
行
所
と
評
定

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）

二
五

446 ( 446 )



所
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
を
示
す
、
中
田
薫
氏
の
民
事
裁
判
の
研
究
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
詳
細
な
記
述
の
見
ら
れ
る
記
録
・
史

料
を
見
い
出
す
こ
と
に
よ
り
、
右
の
課
題
の
考
察
に
有
益
な
手
掛
り
を
得
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

第
五
節

結
び
に
か
え
て

一

本
稿
で
は
、
江
戸
幕
府
の
司
法
機
関
と
し
て
の
評
定
所
（
評
定
所
一
座
）
の
活
動
を
解
明
す
る
一
環
と
し
て
、
そ
の
活
動
の
中

心
を
な
す
も
の
の
一
つ
で
あ
る
評
定
所
公
事
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
裁
判
手
続
の
問
題
と
か
か
わ
ら
せ
て
明
ら
か
に
し

よ
う
と
し
た
。
そ
の
さ
い
、
民
事
事
件
の
評
定
所
公
事
に
つ
い
て
は
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
刑
事
事
件
に
焦
点
を
当

て
て
考
察
し
た
。

二

江
戸
幕
府
の
評
定
所
（
評
定
所
一
座
）
は
、
司
法
機
関
と
し
て
、
領
主
（
大
名
）、
地
頭
（
旗
本
）、
代
官
の
裁
判
権
を
越
え
る
他

領
他
支
配
関
連
事
件
（
渉
外
的
事
件
）
に
関
す
る
人
々
の
訴
え
（「
目
安
懸
り
の
出
訴
」）
を
受
理
し
審
理
し
た
。
こ
れ
が
評
定
所
公
事
で

あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
評
定
所
公
事
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
タ
イ
プ

で
あ
る
。
他
領
他
支
配
関
連
の
刑
事
事
件
が
発
生
し
、
人
々
が
目
安
で
相
手
を
訴
え
奉
行
所
に
訴
訟
提
起
を
し
た
と
き
、
訴
え
が
受
理

さ
れ
る
場
合
は
目
安
に
奉
行
の
裏
判
が
与
え
ら
れ
、
訴
訟
人
に
よ
る
訴
状
の
送
達
、
相
手
方
に
よ
る
返
答
書
の
提
出
、
双
方
の
出
廷
・

対
決
と
い
う
形
で
手
続
が
進
む
。
こ
れ
は
出
入
筋
の
手
続
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
続
で
進
む
裁
判
が
評
定
所
公
事
の
第
一
の
タ
イ
プ

で
あ
り
、
本
稿
で
は
、「
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
と
名
付
け
た
。
平
松
氏
の
出
入
物
概
念
に
よ
れ
ば
、「
目
安
裏
判
型
評
定
所
公

事
」
は
出
入
物
の
裁
判
で
あ
っ
た
。
こ
の
タ
イ
プ
の
評
定
所
公
事
は
「
本
公
事
」
扱
い
で
あ
っ
た
。
犯
罪
の
嫌
疑
が
濃
厚
と
は
い
え
な

い
事
件
に
対
す
る
裁
判
は
こ
の
第
一
の
タ
イ
プ
の
評
定
所
公
事
で
あ
っ
た
の
で
、
被
疑
者
と
し
て
疑
わ
れ
た
相
手
が
無
罪
と
な
る
こ
と

二
六
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も
あ
っ
た
。

評
定
所
公
事
の
第
二
の
タ
イ
プ
は
、
他
領
他
支
配
関
連
の
刑
事
事
件
が
発
生
し
、
人
々
が
目
安
で
相
手
を
訴
え
奉
行
所
に
訴
訟
提
起

を
し
た
と
き
、
奉
行
が
目
安
に
裏
判
を
与
え
ず
相
手
の
身
柄
拘
束
・
江
戸
送
致
、
入
牢
等
を
申
し
付
け
、
返
答
書
は
申
し
付
け
ず
、
所

定
の
出
廷
日
に
訴
訟
人
・
相
手
方
の
双
方
な
ら
び
に
関
係
者
が
出
廷
し
「
対
決
」
す
る
と
い
う
形
で
手
続
が
進
む
と
い
う
タ
イ
プ
の
も

の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
種
の
タ
イ
プ
の
評
定
所
公
事
を
「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
と
名
付
け
た
。
傷
害
・
殺
人
等
の
重
罪

犯
罪
の
嫌
疑
が
濃
厚
な
事
件
に
対
す
る
裁
判
が
、
こ
の
第
二
の
タ
イ
プ
の
評
定
所
公
事
で
あ
る
。「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
の

奉
行
所
で
の
取
扱
い
は
、
平
松
氏
が
明
ら
か
に
し
た
町
奉
行
所
で
の
刑
事
事
件
の
取
扱
い
（
吟
味
筋
）
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
と
こ
ろ
が

な
か
っ
た
。
奉
行
が
目
安
に
裏
判
を
与
え
ず
、
返
答
書
の
提
出
を
求
め
ず
、
相
手
方
の
身
柄
拘
束
・
江
戸
送
致
（「
手
当
呼
出
」）
を
命

じ
る
の
は
、
平
松
氏
の
言
う
「
吟
味
筋
」
の
手
続
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
平
松
説
に
よ
れ
ば
、「
非
目
安
裏
判
型
評
定
所
公
事
」
は

「
吟
味
物
」
の
裁
判
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
氏
に
よ
れ
ば
、
評
定
所
公
事
は
、「
出
入
物
」
の
裁
判
で
あ
り
、「
吟
味
物
」
の

裁
判
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
不
整
合
の
問
題
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
課
題
が
氏
の
研
究
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
本
稿
で

は
こ
の
種
の
不
整
合
の
問
題
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
。
こ
う
し
た
一
見
す
る
と
不
整
合
と
思
わ
れ
る
問
題
の
根
底
に
は
、「
評
定
所
公

事
」、「
吟
味
物
」、「
出
入
物
」
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る
の
か
と
い
う
、
江
戸
幕
府
裁
判
制
度
の
根
本
に
か
か
わ
る
問
題

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
平
松
氏
の
研
究
か
ら
見
え
て
く
る
こ
の
課
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、「
出
入
物
」「
吟
味
物
」
転
換
問
題
の

検
討
、
三
奉
行
所
と
評
定
所
と
の
関
係
解
明
、
刑
事
事
件
を
扱
っ
た
評
定
所
公
事
の
詳
細
な
記
録
・
史
料
の
探
索
等
、
い
く
つ
か
の
準

備
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）

二
七
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註（
⚑
)
石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
『
御
触
書
集
成
目
録

解
題
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
六
二
頁
（
服
藤
弘
司
氏
執
筆
）。

（
⚒
)
中
田
薫
『
法
制
史
論
集
』
第
三
巻
下
、
岩
波
書
店
、
昭
和
一
八
年
初
版
、
昭
和
四
六
年
、
八
一
四
頁
。

（
⚓
)
望
田
朋
史
・
史
料
解
説
杉
本
史
子
「
江
戸
幕
府
評
定
所
記
録
『
評
定
所
留
役
其
外
書
上
留
』（
一
）」（「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
」

第
二
八
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
六
九
頁
）。

（
⚔
)
評
定
所
（
評
定
所
一
座
）
の
主
要
な
役
割
は
司
法
機
関
と
し
て
の
役
割
で
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
裁
判
と
関
係
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
政

策
判
断
に
か
か
わ
る
諮
問
へ
の
答
申
に
も
関
与
し
て
お
り
（
大
平
祐
一
『
近
世
日
本
の
訴
訟
と
法
』
創
文
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
四
頁
）、
幕

末
に
は
幕
政
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
（
石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
『
幕
末
御
触
書
集
成

別
巻

解
題
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
七
年
、
八
七
、
八
八
頁
（
服
藤
弘
司
氏
執
筆
）、
杉
本
史
子
『
近
世
政
治
空
間
論

裁
き
・
公
・「
日
本
」』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
八
年
、
八
七
頁
）。
瀧
川
政
次
郎
氏
も
、「
評
定
所
一
座
な
る
も
の
は
、
幕
府
の
最
高
裁
判
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
幕
府
の
政
治
顧
問

で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
瀧
川
『
日
本
法
制
史
⟹下
』
講
談
社
、
昭
和
六
〇
年
、
六
〇
頁
）。

（
⚕
)
石
井
・
服
藤
編
・
註
(⚔
)書
、
五
六
頁
（
服
藤
弘
司
氏
執
筆
）。
な
お
、
井
ケ
田
良
治
氏
も
、「
評
定
所
の
留
役
に
出
役
す
る
公
事
方
の
勘

定
組
頭
、
勘
定
等
の
実
態
の
解
明
」
の
必
要
性
を
早
く
か
ら
唱
え
て
い
た
（
井
ケ
田
「
京
都
町
奉
行
所
の
与
力
に
つ
い
て
―
―
神
沢
貞
幹

『
翁
草
』
を
素
材
と
し
て
―
―
」（
秋
山
國
三
先
生
追
悼
会
編
『
京
都
地
域
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
、
二
二
五
頁
））。

（
⚖
)
平
松
義
郎
『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
創
文
社
、
昭
和
三
五
年
、
四
三
一
頁
。

（
⚗
)
同
上
。

（
⚘
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
四
一
四
頁
。

（
⚙
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
四
一
〇
頁
。

（
10
)
平
松
義
郎
氏
は
、「
評
定
公
事
」
を
「
民
事
」
と
さ
れ
る
が
（
石
井
良
助
編
『
現
代
法
律
学
演
習
講
座

日
本
法
制
史
』
青
林
書
院
新
社
、

昭
和
三
九
年
第
五
刷
、
二
六
六
頁
）、「
評
定
公
事
」
は
、
本
文
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
刑
事
事
件
を
も
対
象
と
し
て
い
た
。

（
11
)
中
田
・
註
(⚒
)書
、
第
廿
一
「
徳
川
時
代
の
民
事
裁
判
実
録
」
第
二
節
、
第
三
節
、
第
廿
二
「
徳
川
時
代
の
民
事
裁
判
実
録
続
篇
」
第
二

二
八
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節
参
照
。

（
12
)
小
早
川
欣
吾
『
増
補
近
世
民
事
訴
訟
制
度
の
研
究
』
名
著
普
及
会
、
昭
和
六
三
年
、
第
四
「
近
世
の
民
事
訴
訟
手
続
」、
第
五
「
論
所
に
関

す
る
訴
訟
手
続
」
参
照
。

（
13
)
石
川
良
助
『
近
世
民
事
訴
訟
法
史
』
創
文
社
、
昭
和
五
九
年
、
第
一
編
第
二
章
「
訴
訟
手
続
」
参
照
。

（
14
)
石
井
良
助
『
日
本
刑
事
法
史
』
創
文
社
、
昭
和
六
一
年
、
六
五
三
頁
。

（
15
)
石
井
良
助
氏
は
、『
日
本
法
制
史
概
説
』
創
文
社
、
昭
和
四
六
年
改
版
第
二
刷
で
は
「
評
定
公
事
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
た
が
（
四
七

三
、
四
七
六
、
四
七
七
、
四
七
九
頁
）、
そ
の
後
、「
評
定
所
公
事
ま
た
は
評
定
公
事
」
と
い
う
表
現
も
用
い
て
い
る
（
石
井
『
続
近
世
民
事

訴
訟
法
史
』
創
文
社
、
昭
和
六
〇
年
、
三
三
一
頁
）。

（
16
)
司
法
省
秘
書
課
編
『
裁
許
留
』
橘
書
院
、
一
九
八
六
年
、
一
〇
五
号
（
三
一
一
頁
）
参
照
。

（
17
)
丹
波
篠
山
市
教
育
委
員
会
所
蔵
『
祠
部
職
掌
類
聚
』「
評
定
所
公
事
伺
之
上
裁
許
之
部
」、「
評
定
所
公
事
伺
無
之
裁
許
之
部
」
参
照
。

（
18
)
布
施
弥
平
治
編
『
百
箇
條
調
書
』
第
二
巻
、
新
生
社
、
昭
和
四
一
年
、
五
三
八
頁
以
下
参
照
。

（
19
)
『
尹
台
秘
録
』
巻
二
十
二
「
評
定
所
公
事
伺
ニ
相
成
候
節
認
方
并
出
入
モ
ノ
裁
許
ニ
相
成
候
節
認
方
之
部
」（
史
籍
研
究
会
編
『
尹
臺
秘
録
』

内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
、
第
10
巻
、
汲
古
書
院
、
昭
和
五
六
年
、
三
頁
、
一
二
一
頁
）
参
照
。

（
20
)
奉
行
に
訴
訟
を
提
起
す
る
書
面
は
「
訴
状
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
訴
状
に
奉
行
の
裏
書
裏
判
が
与
え
ら
れ
る
と
「
目
安
」
と
呼
ぶ
。『
聞
訟
秘

鑑
』「
訴
状
と
目
安
唱
分
候
事
」
に
、「
裏
書
裏
判
以
前
は
訴
状
と
唱
、
裏
書
裏
判
相
済
候
得
は
目
安
と
唱
候
」
と
あ
る
（
安
竹
貴
彦
「『
聞
訟

秘
鑑
』
そ
の
諸
写
本
に
つ
い
て
⟹四
」
二
二
六
号
、「
法
学
雑
誌
」
第
三
五
巻
第
二
号
、
昭
和
六
三
年
、
二
五
二
頁
）。
本
稿
で
は
、
叙
述
が
繁

雑
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
、
必
要
な
場
合
を
除
い
て
、
訴
状
と
目
安
を
厳
密
に
区
別
せ
ず
に
「
目
安
」
の
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
21
)
『
公
事
方
御
定
書
』
下
巻
第
四
条
ノ
内
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（『
徳
川
禁
令
考
』
後
集
第
一
、
二
八
六
頁
）。

「
一
三
奉
行
江
不
訴
出
、
直
ニ
評
定
所
江
訴
訟
ニ
罷
出
候
も
の
ハ
、
其
筋
之
奉
行
所
江
罷
出
候
様
ニ
申
渡
、
其
筋
之
奉
行
所
ニ
而
吟
味
之
上
、

落
着
之
儀
ハ
、
一
座
相
談
之
上
可
申
付
事
」

（
22
)
評
定
所
公
事
は
、
評
定
所
一
座
の
全
員
が
目
安
に
裏
判
を
す
る
が
、
担
当
奉
行
が
最
初
に
裏
判
を
す
る
の
で
、
そ
れ
を
「
初
判
」
と
呼
ぶ
。

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）

二
九

442 ( 442 )



（
23
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
四
〇
五
頁
。
な
お
、
八
八
頁
を
も
参
照
。

（
24
)
大
平
祐
一
「
江
戸
幕
府
の
刑
事
裁
判
と
『
手
続
の
選
択
』
―
―
『
吟
味
筋
』
か
そ
れ
と
も
『
出
入
筋
』
か
―
―
」（
水
林
彪
・
青
木
人
志
・

松
園
潤
一
朗
編
『
法
と
国
制
の
比
較
史

西
欧
・
東
ア
ジ
ア
・
日
本
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
八
年
、
五
四
九
頁
）。

（
25
)
同
上
。

（
26
)
神
宮
文
庫
所
蔵
。
以
下
引
用
の
『
評
定
所
留
役
勘
定
勤
方
』
は
本
書
に
よ
る
。

（
27
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
四
〇
四
、
四
〇
五
頁
参
照
。

（
28
)
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
。
以
下
引
用
の
『
目
秘

坤
』
は
、
特
断
の
断
わ
り
が
な
い
も
の
は
、
い
ず
れ
も
本
書
に
よ
る
。

（
29
)
大
平
・
註
(24
)論
文
、
五
四
五
頁
参
照
。

（
30
)
註
(16
)書
、
八
四
号
（
一
九
八
～
二
〇
〇
頁
）。

（
31
)
神
宮
文
庫
所
蔵
。
以
下
引
用
の
『
評
定
所
留
役
覚
書
』
は
本
書
に
よ
る
。

（
32
)
石
井
良
助
『
江
戸
時
代
漫
筆
』
井
上
書
房
、
昭
和
三
八
年
重
版
、
一
三
五
頁
。

（
33
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
六
九
〇
頁
。
以
下
の
叙
述
は
本
書
に
よ
る
。

（
34
)
平
松
氏
は
同
書
緒
言
に
お
い
て
、「
本
書
に
お
い
て
刑
事
訴
訟
法
と
し
て
論
述
す
る
の
は
、
吟
味
筋
の
手
続
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
35
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
四
〇
五
、
四
〇
六
頁
。

（
36
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
四
〇
八
頁
。

（
37
)
『
日
本
経
済
大
典
』
第
二
五
巻
、
七
七
〇
頁
。
な
お
、『
聞
訟
秘
鑑
』
八
一
号
（
安
竹
・
註
(20
)論
文
⟹二
、「
法
学
雑
誌
」
第
三
四
巻
第
二
号
、

昭
和
六
二
年
、
一
三
九
頁
）、『
青
山
秘
録
』
一
九
七
号
（
石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
、
本
間
修
平
担
当
『
青
山
秘
録
』
創
文
社
、
二
〇
〇
二

年
、
一
八
八
頁
）
を
も
参
照
。

（
38
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
四
〇
五
、
四
〇
六
頁
。

（
39
)
石
井
・
註
(15
)『
日
本
法
制
史
概
説
』
四
七
七
頁
、
平
松
・
註
(⚖
)書
、
八
九
九
頁
参
照
。

（
40
)
註
(16
)書
、
一
二
四
号
（
四
〇
三
～
四
〇
六
頁
）。

三
〇
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（
41
)
「
承
付
」
に
つ
い
て
は
、
藤
田
覚
『
近
世
史
料
論
の
世
界
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
八
九
、
九
〇
頁
参
照
。

（
42
)
京
都
大
学
日
本
法
史
研
究
会
編
『
近
世
法
制
史
料
集
』
第
一
巻
、「
裁
許
留
」
解
題
二
五
頁
（
平
松
義
郎
氏
執
筆
）。

（
43
)
同
上
。

（
44
)
同
、
二
五
、
二
六
頁
。

（
45
)
な
お
、『
目
秘

坤
』
十
四
の
五
「
千
人
同
心
江
掛
り
候
強
婬
出
入
」
を
も
参
照
。

（
46
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
四
〇
四
頁
。

（
47
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
八
九
頁
。

（
48
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
一
一
四
頁
。

（
49
)
平
松
・
註
(⚖
)書
、
八
九
頁
。
な
お
、〔

〕
の
部
分
は
註
(28
)『
目
秘

坤
』
に
よ
り
補
っ
た
。

（
50
)
な
お
、「
喧
嘩
・
人
殺
等
の
吟
味
も
の
は
、〔
御
料
の
者
以
外
に
〕
私
領
の
者
が
加
わ
っ
て
い
る
場
合
は
評
定
所
公
事
と
い
い
、
最
初
か
ら

目
安
懸
り
の
手
続
、
す
な
わ
ち
出
入
筋
の
手
続
に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
『
公
事
方
見
合
』
壱
（
大
阪
大
学
法
学
部
図
書
室
所
蔵
）
の
次

の
史
料
も
、
同
様
の
推
測
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
一
目
安
懸
り
并
差
出
ニ
成
候
出
入
差
別
之
事

是
ハ
、
都
而
公
事
出
入
、
双
方
一
支
配
ニ
而
吟
味
中
、
他
領
引
合
出
申
候
節
ハ
、
差
出
ニ
い
た
し
、
双
方
之
内
他
支
配
他
領
加
り
候

ヘ
ハ
、
最
初
よ
り
目
安
懸
り
ニ
可
致
筋
ニ
候
ヘ
共
、
喧
嘩
・
人
殺
等
之
吟
味
も
の
ハ
、
前
ケ
条
ニ
も
記
候
通
、
是
迄
双
方
立
会
、
吟

味
之
上
差
出
ニ
い
た
し
候
而
も
済
来
候
へ
共
、
一
体
ハ
私
領
加
り
候
ヘ
ハ
評
定
公
事
、
御
料
支
配
違
ひ
ハ
内
寄
合
公
事
与
唱
、
最
初

よ
り
目
安
懸
り
ニ
可
致
筋
之
由
ニ
付
、
其
心
得
ヲ
以
取
計
可
然
事
」

（
51
)
た
と
え
ば
、
幕
府
の
裁
判
実
務
に
か
か
わ
る
法
曹
官
吏
が
実
務
の
参
考
の
た
め
に
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
『
幕
末
御
仕
置
例
書
』（
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
五
、
十
四
「
出
訴
之
趣
与
同
様
之
下
り
物
有
之
候
節
取
計
之
事
」
に
は
、
地
頭
か
ら
の
吟
味
願
（
吟
味
物
）
と
私
人

に
よ
る
目
安
懸
り
の
出
訴
（
出
入
物
）
と
の
関
わ
り
・
調
整
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、「
吟
味
願
の
案
件
だ
け
れ
ど
も

出
入
物
と
し
て
吟
味
を
詰
め
裁
許
し
た
（「
吟
味
願
ニ
候
得
共
、
出
入
物
ニ
而
吟
味
詰
裁
許
」）。
こ
う
し
た
類
は
、
以
前
は
多
数
み
ら
れ
た

評
定
所
公
事
の
二
つ
の
タ
イ
プ
（
大
平
）

三
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（「
如
比
類
、
古
キ
所
ニ
而
数
多
有
之
」）。
し
か
し
、
近
年
、
吟
味
願
は
、
出
入
も
の
を
吟
味
も
の
に
し
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
れ

ゆ
え
、
吟
味
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
事
案
も
あ
る
（「
近
頃
吟
味
願
者
、
出
入
も
の
を
も
吟
味
も
の
ニ
い
た
し
候
類
多
く
相
見
候
、
右
故
、

吟
味
六
ケ
敷
相
成
候
品
も
有
之
候
」）」、
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。

〔付
記
⚑
〕
本
論
文
の
執
筆
に
際
し
貴
重
な
史
料
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
の
皆
様
に
、
心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

〔付
記
⚒
〕
本
論
文
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号
一
五
Ｋ
〇
三
〇
九
三
、
二
〇
Ｋ
〇
一
二
四
九
）
に
も
と

づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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